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目的 

競馬のﾗｯﾌﾟﾀｲﾑを分析して､ﾚﾍﾞﾙの高いﾚｰｽと低

いﾚｰｽではどのような点に差が出るのかを見つけ出

すこと｡また､どの程度のﾍﾟｰｽまでｽﾋﾟｰﾄﾞを維持できる

のかなど馬の限界値を見つけ出すこと｡ 
 

方法 

今回は最も多くのﾚｰｽが行われている芝の 1200m

のみを対象とする｡ 

比較には後半の 600m の 200m ごとのﾗｯﾌﾟﾀｲﾑと前

半 600m と後半 600m のﾀｲﾑを用いる｡ 

まず最も差が出やすいと思われる G1と未勝利戦の

比較をし､その比較から仮説を立てる｡その仮説を他

のｸﾗｽとの比較で検証し成り立つものを見つける｡ 

さらに､その成り立ったものをすべての競馬場にお

いて成り立つと仮定してすべての競馬場での比較に

用いる｡その比較からすべての競馬場の芝 1200m に

おいて成り立つものを導き出す｡ 

後半の 600m の 200m ごとのﾗｯﾌﾟﾀｲﾑと前半 600m と

後半 600m の使用するﾗｯﾌﾟﾀｲﾑは JRA の公式発表の

ものとする｡馬場状態が違うと比較できないのですべ

て良馬場のﾚｰｽを用いる｡特記のない限り検討対象

のﾚｰｽのうち 2007 年 10 月以前で日付の新しい順に

5 ﾚｰｽを選び出すことにする｡ 

第一章で中山競馬場の１２００ｍを、第二章で中京

競馬場の１２００ｍを検証し、第三章でその他のすべ

ての競馬場について検証する。 
  

 

結果 

第一章の中山競馬場の芝 1200m の検証から得ら

れた結論は以下のとおりである｡G1 の中山 1200m の

ﾚｰｽの特徴は､前半 600m のﾀｲﾑが他のｸﾗｽのどのﾚｰ

ｽよりも速くなることがあり､例えやや遅くなったとしても

その程度は小さく､他のｸﾗｽほど遅くなることはない｡

また､600m から 400m および 400m から 200m でそれぞ

れの最も速いﾗｯﾌﾟﾀｲﾑが記録される｡すべての中で

最も速いﾗｯﾌﾟﾀｲﾑも同様に G1 で記録される｡このよう

に前半から速いﾍﾟｰｽでﾚｰｽが展開されるが､それに

もかかわらず最後の 400m から 200m および 200m から

0m で記録される最も遅いﾀｲﾑは他のｸﾗｽの最も遅い

ﾀｲﾑよりも速く､最後までｽﾋﾟｰﾄﾞが遅くなることは許さ

れない｡また､比較的前半が遅かったとしても後半

600m での最も速いﾀｲﾑも G1 で記録されることから､わ

ずかでも前半が遅かった場合には後半にかなりのｽ

ﾋﾟｰﾄﾞが要求される｡ 

第二章の中京競馬場の芝 1200m の検証から得ら

れた結論は以下のとおりである｡中京芝 1200m での

G1では前半 600mが他のｸﾗｽよりも速くなることがあり､

例え遅くなっても他のｸﾗｽほど遅くならない｡このよう

に前半から速くなるにもかかわらず､後半600mにおい

ても同様に他のｸﾗｽよりも速くなることがあり､例え遅く

なっても他のｸﾗｽほど遅くならない｡このことから前半

後半ともに速くなる傾向があるといえる｡さらに 600mか

ら 400m と 200m から 0m での最も速いﾀｲﾑは G1 で記

録されることから後半が速くなるときにはこの区間が

他のｸﾗｽと比べて特に速くなるといえる｡ 

第三章の芝 1200m のまとめから得られた結論は以

下のとおりである｡芝 1200mでﾚﾍﾞﾙの高いﾚｰｽとﾚﾍﾞﾙ

の低いﾚｰｽでの比較で最も差が出るのはｺﾞｰﾙ前

600mから 400mの最も速いﾗｯﾌﾟである｡また､400mから

200m でｽﾋﾟｰﾄﾞの上がる B 型のﾗｯﾌﾟﾀｲﾑになるには前

半が 33.9 以内かつ､600m から 400m が 11.1 以内で

あることが条件である｡11.2 以上だと徐々にｽﾋﾟｰﾄﾞの

落ちていく A 型になることが多く､まれに 200m から 0m

でｽﾋﾟｰﾄﾞの上がる C 型のﾗｯﾌﾟﾀｲﾑになることがある｡

前半と後半のﾀｲﾑの比較を見ると､ほとんどの場合後

半のﾀｲﾑのほうが遅くなるが後半のﾀｲﾑのほうが速く

なることもある｡しかし､前半が 33.9 以内の場合は必

ず後半のﾀｲﾑのほうが遅くなる｡ 
 


